
小学校の保護者のみなさんへ

ぶつ せん こう

フッ化物洗口を小学校でなぜ行うのでしょうか？
　健康な歯でよく噛むことは、子どもの発育に重要な役割があり、むし歯予防は、健全
な発育への取組に必要なことです。
　むし歯は、家庭だけの問題ではありません。むし歯の多発期は、小学校入学前から学
校での集団生活をおくっている年齢層です。したがって、家庭だけでなく、保育所・幼
稚園・学校でも子どもたちの生活環境にあわせたむし歯予防対策を行うことで、子ど
もたちの今と将来の健康を支えることができます。

　小学校で集団のフッ化物洗口を行う場合、以下のことが重要となります。

（選択の自由）
（洗口実施について保護者への説明と同意）
（洗口をしない子どもを他と区別することなく真水などで同じように実施させるような配慮）
(学校歯科医師等から学術的な見識及び科学的な根拠をもとにした正確な情報提供)

小学校で週に1回フッ化物洗口を行うと想定した場合
（対象者：１クラス40人×２クラス×6学年＝480人、年間40週として費用を算出）
・フッ化物洗口水溶液１回当たりの必要量
週１回：0.2%（900ppm）・・・10mL×480人＝4,800mL
必要なフッ化ナトリウム量：4,800mL×0.2%＝9.6g
ミラノール（1.8g包）を使用した場合：9,600mg÷198mg＝48.48　･･･　48包
つまり、年間48包×40週＝1,920包　１包あたり約75円として
年間薬剤費用：1,920包×75円＝144,000円（１人あたり３００円）

★小学校で使用する主なフッ化物洗口剤（販売薬）の使用例
商 品 名

ミラノール顆粒11%

オラブリス洗口用顆粒11%

1包の
容量

使用濃度
（ppm）

1包あたり
のNaF量 1包あたりの水の溶解量

900

110mg

198mg

165mg

1包を約55mLに溶解で900ppm

1包を約100mLに溶解で900ppm

1包を約82mLに溶解で900ppm

注）上表は一例ですので、水に溶解する洗口剤の量は歯科医師または薬剤師の指導のもと、適切な量を使用してください。

1g

1.8g

1.5g

★必要な用具

★集団としてむし歯予防対策を実施するために必要なことは？

　費用は人件費を除き、薬剤費用、溶解用容器、分注容器、紙コップなどの費用が初年度かか
りますが、人数によって異なります。（人数が多くなれば1人あたりの単価は低くなります。）

※上記分量は、実際人数分での計算なので、分注する際の余裕を考え、5リットルに49包で
　溶解することになると考えられます。

【学校歯科医師】



　フッ化物洗口は、一般的に225ppmから900ppmの濃度の洗口液（5～10ｍｌ）
を口に含み、「ぶくぶく」とうがいをする方法で、毎日法と週 1回法があり、効果は
同じですが、年齢に応じ、生活環境を考慮して方法を選択します。

　低濃度（ミラノールの場合 250ppm）で週５回実施する方法です。歯磨きと同じよ
うに生活習慣として行うと継続しやすいので、家庭や未就学児の施設で行うのに適
しています。
　なお、少し高濃度（ミラノールの場合 450ppm）で毎日法を実施する場合もあります。

　毎日法よりも高濃度（ミラノールを調整して 900ppm）で、週 1回実施する方法で
す。小学生以上の年代で、集団（学校）で実施するのに適している方法です。

　フッ化物洗口によるむし歯予防効果は１００％ではありません。
　フッ化物洗口だけに頼るのではなく、日常の生活習慣において、
丁寧な歯磨きでお口の衛生を保ち、甘いものをだらだら食べないな
ど、組み合わせることが大切です。

児童（体重30kg）が週1回法の洗口で口に含む液の量は10mlですが、約6～7人
分を一度に飲み込むと吐き気や嘔吐、腹部不快感などの急性症状があらわれるこ
とがあります。フッ化物洗口は、局所応用（飲み込まない方法）であるため、仮に数
回くらい飲み込んでも慢性症状が起こることはありません。

フッ化物洗口後の１日平均のフッ素摂取量は、口腔内残留率を10～15％として計
算すると約0.2㎎になり、この量は紅茶や緑茶、ウーロン茶１～２杯に自然に含まれ
る天然のフッ素の量に相当し、十分安全な量です。

市販されている約９割の歯磨剤には、約900ppmの濃度の
フッ化物が含まれています。


